
9月号

老
の
日
  

町民のうごき
世帯数  1，990戸人口 男 3，801 女 4，010 計 7，811 (昭和 63年 7月 31日現在)

出生 男 2女 2計 4・死t 男 4女 4計 8・転入 男 5女 2計 7・転出 "男 4女 5計 9 (昭和 63年 7月中)

広報かつうら 9月号 :;:::219・昭和 63年 9月 1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ (08854)2 -2511附

人生の先輩の声を聞こう

戦争の悲惨な時代から、今日の時代を築き上げてきたのは、今、“おじ

いちゃん、おばあちゃん"と呼ばれている人たちです。

でも物が豊かになることにより、温かい心が失われつつありませんか。

毎日の生活の中で、ずっと培ってきた知識や経験の中には

なにものにもかえられないものがたくさんあります。

お年寄りとのコミュ二ケーションを図りながら、教

えていただいたことを、生活の中で役立て、子供や孫

たちに伝えていきたいですね。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
9月15日は敬老の日

MUS04
テキストボックス
町民のうごき
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ご
ざ
い
ま
す


ご
長
寿
お
め
で
と
う


9月� 1- 午前 
5日
μ
(受付午前  8時から)

~ く勝浦中学校体育館〉� 3121:¥ 

和
二
十
五
年
に
「
老
人
の
日
」
(昭

和
四
十

一
年
か
ら
「
敬
老
の
日
」
)

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

本
町
で
、
こ
の
敬
老
の
日
に
七

十
歳
を
迎
え
る
方
は
、
九
百
五
十

六
人 

(八
月
末
)
と
な
リ
、
町
人

口
比
率
で
見
る
と
約
十
二

・
一二パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
最

高
齢
者
は
、
横
瀬
の
今
川
ヨ
シ
エ
さ

ん
で
九
十
六
歳
を
迎
、
手
」リ
れ
ま
す
。

町
で
は
、
長
い
年
月
に
わ
た
り

社
会
の
発
展
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ

た
老
人
を
敬
愛
し
、
ご
長
寿
を
お

祝
い
す
る
た
め
、
九
月
十
五
日
に

勝
浦
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
、

敬
老
町
民
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま

す。 ろ
う

は
あ
り
ま
す
が
、
せ
め
て
こ
の
日

は、
 

H

国
民
こ
ぞ
っ
て
老
人
を
う

や
ま
い
、
い
た
わ
り
、
幸
福
を
祈

社
会
福
祉
の
未
熟
な
わ
が
国
で

u

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
昭

十
分
、
式
典
は
十
時
か
ら
と
な
っ

て
い
ま
す
。
当
日
は
、
案
内
の
ハ

ガ
キ
、
座
布
団
を
ご
持
参
く
だ
さ

ま
た
、
当
日
の
式
典
、
に
お
い
て

霊
並
び
に
祝
い
状
贈
呈
と
し
て

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
者
芸
彰
、

八
十
歳
到
達
夫
婦
祝
い
状
、
喜
寿

(
七
十
七
歳
)
、
米
寿
(
八
十
八
歳
)
、

八
十
歳
以
上
、
九
十
歳
以
上
の
方

々
に
そ
れ
ぞ
れ
、
敬
老
年
金
等
を

お
贈
り
し
ま
す
。

式
典
終
了
後
、
午
後
か
ら
は
、

徳
島
官
町
の
伝
統
芸
能
と
し
て
守
り

つ
づ
け
て
お
ら
れ
る
「
勝
浦
座
」

(
座
長

・
倉
橋
春

一
さ
ん
)
の
人

形
浄
瑠
璃
を
公
演
い
た
し
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
と
ご
観
覧
い
た
だ
き
、

一
日
楽
し
く
お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ

ょエヌ，Ffh 

f胡訪


ど
を
行
う
敬
老
県
民
の
つ
ど
い
、

著
名
女
優
に
よ
る
記
今
山
講
演
、
高

齢
者
芸
能
大
会
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
二
日
目
に

は
、
歴
史
、
文
化
、

2
、
開
催
場
所

徳
島
県
郷
土
文
化
会
館

(
徳
島
市
藍
場
町
二
丁

目
十
四
番
地 
) 

3
、
入
場
料
無
料

4
、
開
催
内
容

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の

一
日
目
に

は
、
老
人
福
祉
功
労
者
の
表
彰
な

ル
実
官
奮
貝
会
」
が
、
こ
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。 

1
、
開
催
日
昭
和
六
十
三
年
九

ろ
い
ろ
な
問
題
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

諸
問
題
に
正
し
い
理
解
を
深
め
、

家
庭
や
地
域
社
会
な
ど
が
そ
れ
ぞ

れ
長
寿
社
会
で
果
た
す
べ
き
役
割

を
自
覚
し
、
共
に
喜
市
し
て
問
題

を
解
決
し
て
い
こ
う
と
す
る
意
識

を
醸
成
す
る
た
め
、
官
民
二
十
機

関
団
体
で
構
成
す
る
「
と
く
し
ま

あ
い

N

ラ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

と

く
し� 

Z去へ� 
A(あ )


H

月
十
八
日
同
1
十

九
日
間一

般
、
健
康

二
日
間 

左 ~~V

ル フ

の ン

雇 ド


室
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
楽
し
む

ダ
ン
ス
教
室
、
町
お
こ
し
の
講
演

を
聞
く
晶
筆
者
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
の
催
し
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
に
啓
発
コ

ー
ナ
ー
、
ふ

れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
関
連
イ

ベ
ン
ト
、
展
示

・
バ
ザ
ー
な
ど
の

協
賛
イ
ベ
ン
ト
が
二
日
間
に
わ
た

っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

参
加
対
皇
官
は
ど
な
た
で
も
結

構
で
す
。

一
緒
に
長
寿
社
会
の
い

「一一一一一一一一一一一一一一一一一一寸� 

| ふれあいの心で参加� | 

!老人クラブ� 1 

r祉会奉仕」の日� i 
9月� 208 

の
凹
コ 

ス
に
わ
か
れ
た
教
養
教

l

近
年
、
核
家
族
化
の
進
行
や
生

活
態
様
の
都
市
化
指
向
に
と
も
な

い
、
地
域
福
祉
に
様
々
な
問
題
が

生
じ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

す
べ
て
の
県
民
が
長
寿
社
会
の

MUS04
テキストボックス
第19回敬老町民のつどい
9月15日午前10時
勝浦中学校体育館

MUS04
テキストボックス
とくしまあいランド
フェスティバルの開催

MUS04
テキストボックス
ふれあいの心で参加
老人クラブ
社会奉仕の日



そ
れ
で
は
、
す
ぐ
に
で
も
始
め

ザコカ� λlIiM日� 63iJ9 n 1 H (3) 

豊
か
な
老
後
生
活
は
限
付

健
康
、と
生
き
が
い
ふつ
く
り
か
ら 

健
康
は

財
産

の

V

?X' i219サつ ら

昭
和
六
十
二
年
の
日
本
人
の
平

均
寿
命
を
み
る
と
、
国
在
が
七
十

五
・
六
一
歳
、
女
性
が
八
十
一

・

三
九
歳
と
な
り
、
前
年
よ
り
も
約

0
・
四
歳
延
び
ま
し
た
。
六
十
歳

で
定
年
退
職
と
す
る
と
、
そ
の
後

に
約
二
十
年
近
く
の
人
生
が
あ
る

わ
け
で
す
。

こ
の
時
期
を
楽
し
く
、
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
く
う
え
で
、
一
番

の
心
配
事
は
「
健
康
」
で
す
。

お
年
寄
り
の
体
の

特
徴
を
知
ろ
う

と
こ
ろ
で
、
官
罷
者
の
健
康
状


態
に
は
、
次
の
四
つ
の
特
徴
が
あ


る
と
い
わ
れ
ま
す
。


①
病
気
に
か
か
り
ゃ
す
い

②

一
人
の
患
者
が
い
く
つ
も
の
病

気
を
も
つ
こ
と
が
多
い 

③
慢
性
の
病
気
が
多
く
、
治
療
が

長
く
か
か
り
が
ち
に
な
る

②
舟
発
や
他
の
病
気
の
併
発
を
起

こ
し
や
す
い

こ
の
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
頭
に

お
い
て
、
若
い
う
ち
か
ら
日
々
の

健
康
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
た
食
事
を
と
る
、
体
操

や
散
歩
な
ど
の
適
度
な
運
動
を
す

る
、
{
存
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け

る
、
こ
と
な
ど
を
実
行
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

人
生
の
完
成
期
を

い
か
に
過
ご
す
ャか

最
近
は
若
者
文
化
が
華
や
か
で
、

高
齢
者
の
社
会
的
な
役
割
や
地
位

は
低
下
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
自
身
も
、
若
い
世

代
と
の
交
流
が
う
す
れ
、

主
に
同

世
代
の
人
間
関
係
を
中
心
と
し
た

生
活
を
し
が
ち
で
す
。

地
域
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

「
何
か
人
の
役
に
立
ち
た
い
」

と
思
っ
て
い
る
方
に
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

例
え
ば
、
体
の
不
自
由
な
方
の
介

護
や
一
人
暮
ら
し
の
老
人
を
訪
問

し
た
り
す
る
こ
と
は
、
そ
の
人
を

元
気
づ
け
る
だ
け
で
な
く
、
自
分

自
身
の
成
長
に
も
つ
な
が
る
絶
好

の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
地
域
の

遺
骨
川
と
活
力
を
生
み
出
す
も
の
と

い
え
ま
し
ょ
う
。

し
を
災
害
か
ら
守
る
の
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
話
し
あ
う
「
家
族

防
災
会
曹
を
聞
き
自
主
的
な
防

災
態
勢
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

~ . 


ら
れ
る
例
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

育、� 

長
く
続
け
ら
れ
る

，ザ

V
趣
味
を
も
っ

趣
味
の
あ
る
人
生
は
、
「
次
に

何
を
や
ろ
う
」
「
次
は
こ
う
し
て
み

し
か
し
、
こ
の
時
期
は
人
間
と

し
て
最
も
充
実
し
た
「
人
生
の
完

成

塑

で

す
。
孤
独
に
陥
っ
た
り
、

無
為
な
日
々
を
送
る
の
は
も

っ
た

い
な
い
と
い
え
ま
す
。
そ
こ
で
、

若
い
う
ち
か
ら
「
老
後
に
何
を
生

き
が
い
に
す
る
か
」
と
い
う
こ
と

を
考
え
て
、
少
し
、ず
つ
で
も
行
動

を
起
こ
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

よ
う
」
と
い
う
創
造
性
や
楽
し
さ

が
も
て
る
た
め
、
心
に
張
り
が
で

き
、
若
さ
を
保
つ
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
ま
た
趣
味
を
通
じ
て

若
い
人
か
ら
高
齢
者
ま
で
さ
ま
ざ

ま
な
人
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

「
こ
れ
だ
」
と
思
え
る
趣

味
を
、
若
い
う
ち
か
ら
探
し
て
お

え
」
宇
?
し
ょ
、つ
。

九
月
一
日
午
前
十
時
十
五
分
全
町
一
斉
に
防
災
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
ま
す
。

(
各
幼
保
小
中
高
の
学
校
、勝
浦
病
院
で
避
難
訓
練
の
実
施
)

八
月
三
十
日
か
ら
九
月
五
日
ま

で
が
防
災
週
間
と
な

っ
て
お
り
、

九
月

一
日
に
は
全
国
で
避
難
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

災
窓口
の
未
然
防
止
又
は
被
害
の

軽
減
を
図
る
た
め
に
は
、
み
ん
な

が
日
頃
か
ら
災
害
に
対
す
る
備
え

を
充
実
強
化
し
、
災
害
時
に
適
切

な
防
災
活
動
を
展
開
で
き
る
よ
う

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

難
訓
練
を
合
意
し
ま
す
が
、
地
域
、

職
場
、
家
庭
の
自
主
吉
の
場
に

お
い
て
、
各
自
が
冷
静
に
行
動
で

き
る
よ
う
、
各
々
の
役
割
分
担
、

避
難
場
所
、
連
絡
方
法
等
を
点
検

・
確
認
し
、
災
害
が
発
生
す
る
前

に
各
自
が
災
害
発
生
に
備
、え
た
心

構
え
を
も
つ
た
め
に
も
、
九
月

一

本
町
で
も
各
学
校
病
院
で
避

日
に
は
家
族
で
自
分
た
ち
の
く
ら

V

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
健康は一生の財産
豊かな老後生活は健康と生きがいづくりから

MUS04
テキストボックス
防災訓練の実施
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企スタ ー卜 の合図と同時に川の中へ� 

さ
る
七
月
二
十
三
、
二
十
四
日

の
一
百
問
、
勝
浦
川
今
山
橋
下
流

河
川
敷
で
あ
ゆ
ま
つ
り
が
行
わ
れ

中
品
!
レ
れ
~
。

今
年
で
四
回
目
を
迎
え
ま
し
た

が
、
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
町
内
外
か
ら
千
七

百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
の
合
図
と
同
時
に
、

参
茄
者
は
河
川
敷
に
設
け
ら
れ
た

小
学
校
、
一
般
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

各
コ
�
 
ス
に
分
か
れ
て
あ
ゅ
の
つ

か
み
捕
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
年
の
あ
ゅ
は
い
つ
も
よ
り
大

き
く
、
特
別
元
気
だ
と
い
う
こ
と

で
、
っ
か
む
の
に
四
苦
八
苦
、
そ

れ
で
も
た
く
さ
ん
取
っ
た
人
は
ビ

ニ
ー
ル
袋
一
杯
に
な
っ
て
い
ま
し

A みなさん力が入っていますね

4

司
私
も
が
ん
ば
ら
な
く
っ
ち
ゃ
�
 
1
 

MUS04
テキストボックス
勝浦川
あゆまつり

MUS04
テキストボックス
あゆつかみどり



(5) 昭和63年� 9月l日� カミ こ〉J つ ら 第219号

企
青
年
会
は
焼
鳥
を

好
評
で
し
た
。

@ 
@ 

@ 
hv

⑦θ@  


た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
/
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

主長


詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
号

あ
る
け
あ
る
け

大

会

を

計

画

日
時

十
月
十
日

婦
人
会
は
手
作
り
の
唐
揚
げ

や
お
菓
子
を

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
「
大
空
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
と
題
し
、
千
個
の
色
と

り
ど
り
の
風
船
に
、
子
供
た
ち
の

手
で
書
か
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
つ

け
ら
れ
、
大
空
に
飛
ば
さ
れ
ま
し

た
。
�
 

••• 
• 

e
 

•・ー
， 

臨…m

今
年
も
町
内
外
か
ら
の
子
供
会

が
多
く
参
〆
加
さ
れ
、
夏
休
み
の
よ

い
思
い
出
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
町
外
か
ら
参

加
さ
れ
た
方
は
「
毎
年
参
〆
加
し
て

い
る
が
、
楽
し
い
行
事
だ
と
思
う
。

子
供
に
も
大
変
良
い
思
い
出
を
作

っ
て
や
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
バザー
ゲーム

MUS04
テキストボックス
大空へメッセージ
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第� 219号 カ込 つ ら 昭和� 63年� 9月� l日 (6) 

H

硬
化
に
よ
り
狭
窄
し
た
り
、
産
筆

を
起
こ
す
こ
と
に
よ
り
、
心
筋
に

必
要
な
十
分
量
の
血
液
が
一
過
性

に
供
給
さ
れ
な
く
な
る
た
め
に
生

ず
る
特
有
な
胸
部
不
快
感
を
主
症

状
と
す
る
疾
患
で
す
。
発
作
は
胸

部
の 

し
め
つ
け
ら
れ
る
様
な

く
も
ん

苦
悶
感
が
短
時
間
(
ほ
と
ん
ど
の

場
合
、
五
分
以
内
)
認
め
ら
れ
ま

回‘

;1主

草|孫
行� J

世

の
冠
動
脈
に
よ
っ
て
血
液
を
供
給

心
筋
は
心
臓
の
外
側
か
ら
三
本

勝
浦
病

さ
れ
て
い
ま
す
。
(
図
)

狭
心
症
と
は
、
冠
動
脈
が
動
脈

発
作
時
の
心
電
図
を
記
録
す
る
た

め
に
ホ
ル
タ 

心
電
計
(
携
帯
用

で
二
十
四
時
間
連
続
し
て
心
電
図

記
録
を
行
う
)
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

労
作
狭
心
症
の
診
断
に
は
運
動
負

荷
心
電
図
が
用
い
ら
れ
ま
す
。
ま

た
冠
動
脈
狭
窄
の
部
位

・
程
度
の

診
断
に
は
冠
動
脈
浩
影
法
を
行
い
、

治
療
方
針
の
決
定
や
予
後
の
判
定

を
し
ま
す
。

狭
心
症
は
、
冠
動
脈
拡
張
剤
の

投
与
に
よ
っ
て
多
く
の
場
合
、
内

科
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
で
す
。

内
科
的
治
療
で
改
善
し
な
い
例
や

冠
動
脈
狭
窄
が
著
し
い
場
合
に
は

大
動
脈
|
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
術
や

経
皮
的
冠
動
脈
形
成
術
が
行
わ
れ

ま
す
。

冠
動
脈
硬
化
の
促
進
因
子
と
し

て
、
「高
指
血
症
、
高
血
圧
、
喫

煙
、
糖
尿
病
、
肥
満
、
ス
ト
レ

ス
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら

O O の
因
子
を
軽
減
す
る
よ
う
日
ご
ろ


か
ら
注
意
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

l

八
月
に
理
学
療
法
に
使
用
す


る
温
熱
式
け
い
引
器
二
台
と
ロ


y

ー
リ
ン
グ
式
マ 

サ 
l
ジ
器

一


台
を
新
し
く
設
置
し
ま
し
た
。


八
月
号
の
勝
浦
病
院
だ
よ
り


の
中
で
小
児
科
の
診
療
日
が
火


曜
日
と
金
唱
日
に
な
っ
て
お
り


ま
す
が
、
正
し
く
は
月
曜
日
と


金
曜
日
で
す
の
で
お
わ
び
し
て


訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


す
。
発
作
が
十
五
分
以
上
続
く
こ

と
は
ま
れ
で
、
三
十
分
以
上
続
く

場
合
は
心
筋
梗
塞
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

狭
心
症
は
発
作
の
状
態
に
よ
り

①
労
作
狭
心
症
、
②
安
静
狭
心
症

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
労
作
狭
心
症

は
労
作
(
い
そ
ぎ
足
、
階
段
、
重

い
物
を
運
ぶ
等
)
で
発
作
が
誘
発

さ
れ
る
も
の
で
、
体
動
を
止
め
る

と
数
分
以
内
に
お
さ
ま
り
ま
す
。

安
静
狭
心
症
は
安
静
時
、
と
く
に

夜
睡
眠
中
、
早
朝
に
発
作
を
認
め

る
も
の
で
、
多
く
の
場
合
、
冠
動

脈
の
産
登
が
原
因
で
す
。
ま
た
、

初
め
て
発
作
を
生
じ
た
場
合
や

数
か
月
問
、
安
定
し
た
発
作
状

態
の
も
の
が
最
近
悪
化
し
た
も
の

は
不
ム
女
定
狭
心
症
と
い
わ
れ
、

一 

1
二
か
月
間
に
心
筋
梗
塞
や
急
死

を
生
ず
る
可
能
性
が
高
く
、
厳
重

な
注
意
が
必
要
で
す
。

狭
心
症
が
疑
わ
れ
る
場
合
、

心

電
図
検
査
を
行
い
ま
す
が
、
非
発

作
時
に
は
正
常
な
場
合
も
多
く
、

⑨
お
願
い

救
急
患
者
輸
送
車
の
出
動
要
請

に
つ
い
て
は
、
急
患
以
外
の
こ
と

で
は
絶
対
に
出
動
要
請
を
し
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

軽
度
な
病
気
等
の
出
動
要
請
に

応
じ
て
い
る
聞
に
、
町
内
の
ど
こ

か
で
重
大
事
故
が
発
生
し
て
も
、

そ
の
出
動
に
応
じ
ら
れ
す
、

一
命
を

救
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
正
し

く
理
解
し
て
、
乱
用
は
絶
対
し
な

い
よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

⑨
救
急
患
者
輸
送
車
を
利
用
で

き
る
人

急
病
や
負
傷
等
に
よ
り
、
特

に
生
命
に
危
急
を
要
す
る
救
急
患

者
に
限
り
ま
す
。

⑨
救
急
患
者
の
輸
送
範
囲

救
急
患
者
の
輸
送
は
原
則
と
し

て
勝
浦
病
院
と
し
ま
す
。
た
だ

し
、
医
師
等
の
歯
不
に
従
い
、
救

急
指
{
亙
病
院
ま
で
輸
送
し
ま
す
。

⑨
利
用
者
の
義
務

勝
浦
町
の
救
急
患
半
怠
納
送
業
務

は
、
消
防
法
の
適
用
も
な
く
、
常

備
消
防
体
制
で
な
い
た
め
、
そ
の

取
り
組
み
方
も
救
急
自
動
車
と
は

根
本
的
に
異
っ
て
お
り
ま
す
。
し

た
が

っ
て
、
救
急
患
者
輸
送
車
を

利
用
す
る
場
合
は
患
者
の
介
護
者

と
し
て
家
族
等
の
同
乗
が
な
け
れ

ば
輸
送
で
き
ま
せ
ん
。

⑨
救
急
患
者
輸
送
車
の
申
し
込

み
は

横
瀬
タ
ク
シ
ー

包 

2
1
2
0
6
8 

MUS04
テキストボックス
狭心症について
平賀隆

MUS04
テキストボックス
救急患者輸送車の利用について
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七
月
二
十

一
日
か
ら
始
ま
っ
た

第
四
十

一
回
徳
島
県
中
学
校
総
合

体
育
大
会
で
、
同
校
女
子
剣
道
部

谷
本
美
加
さ
ん
、
相
撲
部
杉
田
博

文
君
、
そ
し
て

一
昨
年
以
来
「
県

下
最
強
の
チ 

ム
」
と
い
わ
れ
て

い
る
野
球
部
が
徳
島
県
の
代
表
に

選
ば
れ
八
月
六

・
七
日
に
松
山
市

で
開
催
さ
れ
た
第
二
十
六
回
四
国

中
学
校
総
合
体
育
大
会
に
出
場
し

て
健
闘
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
勝
浦
中
学
校
の

課
外
ク
ラ
ブ
活
動
の
レ
ベ
ル
が
高

く
誇
れ
る
も
の
で
あ
り
、
生
徒
の

真
剣
な
努
力
の
結
晶
で
あ
り
ま
す
。 

勝中野球部の健闘を讃え、校

舎西傾1Iに建てられた記念碑� 

8月� 7日午前� 9時試合開始� 

別
基
金
等
に
関
す
る
法
律
が
成
立
債
)
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

山容
m

し
た
。

だ
さ
い
。

何

日

い

方

に

は

、

比

パ

ー

ゅ

は

り

ま

す

ー

し

私
た
ち
は
他
人
を
肩
書
き
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
を
評

見
る
と
き
、
ど
の
よ
価
し
た
り
判
断
し
て
し
ま
う
よ
う

う
な
基
準
で
見
て
い
な
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
す
か
。例

え

ば

「

あ

ま

し

て

、
人
格
と
は
関
係
の
な

の
人
は
身
な
り
が
い
い
そ
の
人
の
生
ま
れ
た
土
地
や
そ

い
」
と
か
「
性
格
が
の
地
域
に
家
が
あ
る
と
い
う
こ
と

ほ
が
ら
か
」
「
お
金
持
だ
け
で
人
を
判
断
す
る
よ
う
な
こ

ち
で
あ
る
と
か
な
い
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

と
か
」
本
当
に
数
え
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、
職

上
げ
れ
ば
切
り
が
な
い
ほ
ど
で
す
。

業
あ
る
い
は
地
位
、
一肩
書
き
な
ど

あ
る
市
の
「
意
識
調
査
」
で
ア
め
に
よ

っ
て
そ
の
人
を
評
価
し
た
り

な
た
は
他
人
を
評
価
す
る
と
き
、
判
断
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

主
に
何
を
重
視
し
ま
す
か
」
と
質
初
対
面
の
人
に
対
し
て
も
、
仕
事

問
し
た
中
で
、
一
番
多
か
っ
た
の
に
関
係
な
く
て
も
勤
務
先
の
や
調

が
「
性
格
」
、
次
い
で
「
行
動
力
、

を
差
し
出
す
こ
と
が
往
々
に
し
て

実
行
力
」
、

一一一
番
目
に
「
教
養
」
と
あ
り
ま
す
し
、
名
前
と
住
所
の
次

い
う
こ
と
で
し
た
。

に
職
業
と
か
勤
務
先
を
聞
い
た
り

し
か
し
、
私
た
ち
は
現
実
の
暮
す
る
の
が
普
通
の
こ
と
と
な
っ
て

ら
し
の
中
で
職
業
や
学
歴
、
地
位
、
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
職
業
が
そ
の

戦
後
、
ソ
連
ま
た
は

モ
ン
ゴ
ル
の
地
域
で

強
制
抑
留
さ
れ
た
方

こ
の
た
び
、
平
和
祈
金
事
業
特
と
し
て
十
万
門
会
手
償
還
の
国
一

し
、
戦
後
、
ソ
連
ま
た
は
モ
ン
ゴ
慰
労
金
、
慰
労
品
の
請
求
期
限
一

ル
の
地
域
で
強
制
抑
留
さ
れ
、
日
は
、
昭
和
六
十
八
年
三
月
三
十
一

本
に
帰
っ
た
方
や
そ
の
遺
族
に
慰
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
該
一

が
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
当
す
る
方
は
手
続
き
を
行
っ
て
く
一

一
に
慰
労
金
品

こ
の
う
ち
年
金
や
恩
給
な
と
を
な
お
、
議
水
書
類
は
、
住
足
福
一

~¥ 

人
の
社
会
的
地
位
を
あ
る
程
度
示

し
て
い
る
現
実
が
あ
る
か
ら
で
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
に
お
い

て
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
や
貧
富

の
差
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
す
が
、

そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
人
間
関
係
に

上
下
を
付
け
、
優
越
感
や
雀
一惑

を
抱
く
こ
と
は
た
い
へ
ん
危
険
で

す
。
こ
れ
は
お
互
い
を
尊
重
す
る

と
い
う
心
を
妨
げ
る
考
え
方
だ
か

ら
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
み
な
さ

ん
方
も
い
く
ら
か
か
か
わ
っ
た
り
、

出
合
っ
た
り
、
お
聞
き
し
た
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ご
家
庭
に

お
い
て
話
し
あ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

話
し
合
い
を
通
し
て
、
人
と
し
て

の
あ
り
方
や
心
構
え
が
は
っ
き
り

し
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

。

一一一

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
勝浦中学校四国大会へ
くらしの中の人権

MUS04
テキストボックス
他人の判断と人を見る目

MUS04
テキストボックス
戦後　ソ連またはモンゴルの地域で強制抑留された方に慰労金品
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豊
作
と
万
作
の
く
り
返
し
に

自
信
を
持
っ
た
話
グ

て
お
り
、
ま
た
全
面
摘
果
樹
で
も

時
期
を
遅
ら
せ
ず
に
、
確
実
に
実

施
を
し
て
き
た
か
ら
で
す
。

ど
う
か
、
」
の
初
秋
肥
と
摘
果
を

確
実
に
実
行
し
て
下
さ
い
。
こ
れ

が
で
き
な
け
れ
ば
再
来
年
の
表
年

化
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

今
ま
で
松
山
市
の
野
本
氏
園
へ

七
回
も
視
察
研
修
に
出
か
け
勉
強

を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
ら

で
成
果
を
だ
し
た
い
も
の
で
す
。

拠
翠
?
乞
受
け
た
こ
と
を
十
分
に
実

行
せ
ず
、
十
万
の
欠
点
だ
け
を
と

や
か
く
い
う
の
は
こ
こ
ら
で
止
め

た
い
も
の
で
す
。

【注
】
肥
料
の
種
類
、
施
用
量
、

等
々
不
明
な
点
は
遠
慮
な
く
技
術

口
貝
の
方
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

いっしょに作ろう� 

-PART 

(きゅうりのピクルス&豆腐〉

日 時 9月� 9日(金)

午前� 9時~正午

場 所 農村婦人の家

参加料�  500円程度(材料費� )

申込先役場産業課

申込期限� 9月7日午前中まで

(但し20名に達し次第締切りますの

でお早目にお申込み下さい。� )

十
万
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
の
こ

と
を
書
く
と
き
、
こ
ん
な
大
見
出

を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
但
し
こ
れ
は
格
制
緩
守

班
が
町
内
二
か
所
に
お
い
て
設
置

し
て
い
る
試
験
展
示
閉
の
多
肥
区

で
の
話
で
す
。

十
万
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
が
隔

年
結
果
性
の
強
い
こ
と
は
周
知
の

事
実
で
あ
り
、
こ
れ
の
対
策
と
し

て
、
名
砲
、
枝
別
部
八
万
全
摘
果
、

ノ
コ
ギ
リ
の
み
の
軽
い
郵
{
蛋
寸
を

過
去
六
年
間
言
い
つ
づ
け
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
忠
実
に
実
行

さ
れ
て
い
る
方
(
残
念
な
が
ら
少

数
の
方
と
恩
わ
れ
ま
す
)
は
、
極

く
大
き
な
隔
年
結
果
も
な
く
、
ま

ず
ま
ず
の
成
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
方
の

閣
は
連
年
結
果
に
は
ほ
ど
遠
い
と

い
う
の
が
宮
大
態
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

そ
こ
で
、
今
年
は
全
般
に
裏
年

結
果
渦
グ
芹
丸
味
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
木

で
も
、
木
の
裏
や
下
側
の
枝
を
中

心
に
か
な
り
の
成
り
が
確
認
さ
れ

ま
す
。

標
準
区
(
三ァ 

は
二
十
五
本

で
す
が
校
別
部
分
摘
果
樹
(
三
本)、

全
面
摘
果
樹
(
一二
本
)
と
も
に
結

果
状
態
は
十
分
で
な
く
完
全
な
裏

年
で
す
。

こ
の
傾
向
は
五
十
九
、
六
十
一

年
の
不
作
年
で
も
同
様
で
あ
り
、

「
や
は
り
十
万
は
多
肥
で
な
い
と

駄
目
だ
」
と
の
感
を
よ
り

一
層
強

く
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
今
日
か
ら
九
月
、
本
年

度
の
冬
が
平
穏
で
あ
れ
ば
、
来
年

d
)

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
本
町
出
彼
等

班
が
連
年
結
果
に
向
け
て
の
本
格

的
取
り
組
み
を
始
め
て
、
本
年
で

六
年
目
に
な
る
試
験
展
示
圃
の
」、

と
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

J
)

本
試
験
展
示
闘
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
今
ま
で
機
会
あ
る
ご
と
に

J

ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年

は
豊
作
に
な
る
こ
と
は
ま
ず
確
実

も

一
一
言
で
云
え
ば
名
/
肥
区
(
チ
ッ

で
す
が
、
再
来
年
(
六
十
五
年
)
の

ソ
成
分
で
四
十
五 
1
五
十
同
)
は

不
作
を
防
ぐ
た
め
に
は
今
か
ら
の

豊
作
型
で
あ
り
、
標
準
区
(
チ
ッ

対
策
が
特
に
大
切
で
す
。

J

ソ
成
分
で
三
十
五
担
任
度
)
で
は

す
な
わ
ち
、
今
す
ぐ
に
初
秋
肥

全
般
に
裏
年
型
と
な

っ
て
い
る
。

を
十
分
に
施
用
す
る
こ
と
。

と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
今
年
犬
成
り
を
し
て

多
胞
区
(
三

・
八 

で
三
十

い
る
木
で
は
今
す
ぐ
思
い
切
っ
た

二
本
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

全
面
摘
果
(
本
当
は
七
月
中
に
枝

の
う
ち
六
本
の
木
を
使
い
(
う
ち

別
部
分
摘
果
を
し
て
ほ
し
か

っ
た

三
本
は
校
別
部
分
摘
果
を
行
っ
た

の
で
す
が

・
)
を
行
う
こ
と
、

木
、
あ
と
の
三
本
は
樹
全
体
に
摘

等
で
あ
り
ま
す
。

果
を
行
う
全
面
摘
果
)
十 

に
換

本
試
験
展
示
圃
も
五
十
九
、
六

算
し
た
収
量
調
査
を
行
っ
て
い
ま

十

一
、
本
年
と
裏
年
に
も
か
か
わ

す
が
、
校
別
摘
果
を
行
っ
て
あ
る

ら
ず
「
表
年
並
み
」
の
収
量
を
出

木
で
は
既
に
枝
が
垂
れ
下
り
始
め

し
て
い
る
の
は
こ
れ
ら
の
作
業
の

MUS04
テキストボックス
十万うんしゅうみかん
農作と万作のくり返しに自信を持った話



為

減
量
作
戦

H

H

9)(

う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん

不
作
年
の
本
年
も

進
行
中

本
年
産
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
は

昭和63年� 9月1日 IJ ずつ つ ら ~1219-';す

暖
冬
の
影
響
で
古
い
葉
が
多
く
あ

り
、
裏
作
年
と
し
て
は
収
穫
量
も

多
め
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
需
要
に
つ
い
て
は
、
生
果

消
費
量
の
減
少
、
昨
年
産
果
汁
の

在
庫
、
オ
レ
ン
ジ
及
び
同
果
汁
の

輸
入
枠
拡
大
等
か
ら
、

一
段
と
き

び
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。こ

の
よ
う
な
状
勢
の
な
か
、
全

因
果
実
生
産
出
荷
安
{
一
歳

費
誌
で

は
本
年
度
み
か
ん
の
生
産
出
荷
安

定
指
針
を
公
表
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
中
味
は
次
の
よ
う
な
も
の

で
す
。
�
 

①
生
産
予
想

今
年
の
開
花
状
況
か
ら
推
算
す

る
と
、
生
産
数
量
は
二
百
十
五
万

ト
ン
程
度
で
あ
る
。

②
用
途
別
需
要
見
込
量

国
内
生
果
販
売
量

合

計

百

九
十
万
ゾ
�
 

①
生
産
調
整
費
二
十
五
万
トン

つ
ま
り
二
十
五
万
ゾ
(
本
県
の

生
産
予
想
番
蛮
の
五
倍
余
り
)
の

摘
果
を
行
い
商
品
と
し
な
い
よ
う

に
、
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
遅
ま
き
な
が
ら
で
は
あ

り
ま
す
が
、
今
か
ら
収
穫
前
ま
で

徹
底
的
に
摘
果
を
行
い

「加
工
品

は

一
切
生
産
し
な
い
」

く
ら
い
の

心
づ
も
り
で
作
業
を
す
す
め
て
下

さ
い
。

働
団
早
生
み
か
ん

樹
上
選
別
の
時
期
で
す
。
盤
桶

な
小
玉
果
、
同
仰
天
果
、
病
虫
害
被

害
果
、
風
ず
れ
果
等
を
完
全
に
と

り
除
い
て
下
さ
い
。

窃
普
通
み
か
ん

早
生
と
同
じ
要
領
で
す
が
、
特

に
す
そ
枝
や
、
内
成
果
に
気
を
つ

け
て
下
さ
い
。

本
町
へ
の
農
協
別
割
り
当
て
生

産
料
捗
量
は
働
協
は
五
千
二
百
ト
ン
、

働
滋
は
七
千
七
百
ゾ
、
合
計

一
万

二
千
九
百
ゾ
で
す
。
あ
と

一か
月

頑
張
っ
て
下
さ
い
。
�
 

9月のくらし

ヲシポイYト情報


露
地
ス
ダ
チ
は
九
月
を
中
心
に、

限
ら
れ
た
期
間
に
収
穫
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
労
働
力
の
集
中
や
、
販

売
価
格
の
低
迷
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
。
一

方
、
品
質
面
で
も

含
核
数
が
多
く
、
果
汁
量
が
不
足

す
る
等
、
消
費
者
サ
イ
ド
か
ら
の

指
摘
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
の
再

検
討
は
、
今
後
の
ス
ダ
チ
産
業
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
な
苛
義
を
持

っ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

』
円
�
 

弓
�
 

勺n
U
n
U
F
b

u
b
g

J

t

-作り方

③①に� ② を加え、冷しかためる。

①かぼちゃを適当な大きさに切り、皮をむき、

蒸す(煮てもよい)。 うらごしするか、つ

ぶすかし、冷めてからマヨネーズを入れて

おく 。

②寒天は� 30分程度水につけておき、分� iEの水

で煮とかし、こす。砂糖を加え、砂糖がと

けたら牛乳を加え火をとめる。

かぼちゃょうかん

そろそろ夏の疲れが出る頃、子どもからお

年寄りまで喜ばれるかぼちゃのおやつを紹介

しましょう。� 

-材料

費支天 l本 牛乳 lカ yプ� 

まちゃlヵ、

マヨネーズ� 50 g 砂糖

水� lカ� yプ

百
三
十

一
万
ト
ン

三
万
トン

三
十
五
万
ト
ン

二
十
一
万
ト
ン

さ
て
、
果
樹
試
験
場
で
は
熟
期

面
か
ら
の
選
抜
に
よ
る
収
穫
労
力

の
分
散
及
び
収
挫
量
の
集
中
回
避
、

さ
ら
に
は
小
核
多
汁
系
統
の
選
抜

な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の

で
、
ス
ダ
チ
栽
培
農
家
の
方
々
の

格
別
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

具
体
的
に
は

・
早
熟
系
統

(
八
月
十
五

1
二
十

日
頃
に
大
果
で
果
汁
が
多
い
も
の
)

・
晩
熟
系
統
(
九
月
上

1
中
旬
に

緑
色
が
濃
く
、
果
肉
が
硬
い
も
の
)

・
小
核
系
統
(
種
子
の
な
い
も
の
、

ま
た
は
種
子
が

一
E
-
t-
一二
個
の
も
の
)

・
校
変
り
系
統
(
一
本
の
樹
の
中

で
、
あ
る

一
本
の
枝
の
み
が
他
の

果
実
と
形
質
の
異
な
る
も
の
)

こ
れ
ら
に
該
当
す
る
系
統
が
あ

り
ま
し
た
ら
産
業
謀
、
ま
た
は
果

樹
試
験
場
へ
ご
連
絡
下
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

生
果
輸
出
回

加
工
量

自
家
消
室
守
�
 

MUS04
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スダチの熟期別及び小核果等の
系統選抜にご協力ください
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大
岡
梅
子

森

芳

雄

山
西
掛
一山
海
公
雄

中

角

一豊
田
要
助
・
大
西
友
子

一久
保
重
雄

名
一丸
山
良
章
・
野
上
ヨ
シ
子

園一
倉
橋
春

一
・
市
原
宏
之

一
敏
鎌
謙
次


野
一
鈴
江
真
梁

・
相
原

由
7
 

一

谷

潔


Mnuu

②
食
べ
る
物
が
か
め
な
く
な
り

偏
食
に
な

っ
た
り
、
物
を
か

ま
な
い
た
め
顔
ゃ
あ
ご
の
筋
肉
、

骨
の
発
育
が
悪
く
な
る

③
正
確
に
発
音
で
き
な
い
た
め
話

す
の
を
き
ら
う
よ
う
に
な
る

④
む
し
歯
が
進
行
す
る
と
、
歯
に

ば
い
菌
が
た
ま
り
血
管
や
リ
ン

パ
管
を
通
っ
て
腎
炎
や
リ
ュ
ー

マ
チ
熱
等
の
慢
性
感
染
症
を
ひ

き
お
こ
す
原
因
に
も
な
る
。

民
話
・
伝
説
等
の

収
集
調
杢
に
つ

い
て

八
月
の
広
報
で
ご
案
内
い
た
し

ま
し
た
民
話
・
伝
説
な
ど
の
調
査
・

収
集
に
た
ず
さ
わ
る
委
員
さ
ん

と
し
て
、
次
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

い
た
し
ま
し
た
。

民
話
や
伝
説
、
地
名
に
ま
つ
わ

る
お
話
し
な
ど
を
十
一
月
末
日
ま

で
の
問
、
収
集
に
あ
た
り
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
様
の
こ
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

本
一新
居
晋
・
新
居
雄
彦


一河

野

叢


与
川
内
一市
川
晴

一
郎
・
幾
原
貞
雄


一肥
田
信
夫


瀬
一
藤
野
又
次
郎
・
稼
勢
広
安


一
谷
士
口
蔵
・村
上
伊
三
郎


一
大
川
恵

一


山
一
仲
野
英
正

・
谷
尻
松
雄

谷
一前
回
文

一
・
森
内
恵

一

一中
西
幸

一

岩
一小
西
文
市
・
西
野
重
之

里 星中 横 坂

氏

ぞ1

一谷
脇
国

一

A b、
寸� 

山
一回
中

実

・
川
端
文
雄

一井
出

一
郎

江
一大

井

儀

・
橋
谷

刷

，
M
V

川
一
部
長
士
口

9
月
4
日
働
時
ゆ

室
町
一一
一一
貫
清
婦
目
�
 

9
月
4
日
は
、
今
年
最
後
の
全

町

一
斉
清
掃
日
で
す
。
親
子
、
ご

家
族
、
ご
近
所
、
グ
ル
ー
プ
で
コ

ミ
ユ
ニ
ケ
|
シ
ヨ
ン
を
図
り
な
が

ら
一
斉
清
掃
に
参
茄
し
ま
し
ょ
う
。

4

司
小
学
校
�
 

原
一中
村
幸
七
・
松
下
和
夫

一

歯
は
成
長
す
る
子
供
に
と
っ
て

大
切
な
役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
状
は
む
し

歯
を
ほ
と
ん
ど
の
子
供
が
も
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
町
で
は
対
策
の

一
つ
と
し
て
、
子
供
を
持
つ
親
を

対
象
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
チ
ラ
シ
、

放
平
蓉
守
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

多
薮
の
方
が
ご
参
加
く
だ
さ
い
日

勝
浦
町
の
子
供
達
の
む
し
歯
の

状
況
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

4

司一

歳
六
か
月
児
�
 

i

日
時
九
月
二
十
九
日
(
木
)

午
後
一
時
三
十
分
�
 三
時

4
三
歳
児

そ
こ
で
、
む
し
歯
に
な
る
と
ど
の


よ
う
な
影
響
が
出
て
く
る
か
?


め
歯
の
痛
み
、
異
和
感
が
あ
る
た


め
墾
中
力
に
か
け
、
精
神
不
安

定
に
な
る
。
�
 

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ

講
演
。
歯
の
健
康
に
つ
い

て
。
講
師
(
徳
島
大
学
歯

(
昭
和
六
十
二
年
昨
長
銀
砂
結
果
か

久立

陪� 

地
区
名

-a-

学
部
歯
科
医
師
)

MUS04
テキストボックス
歯について講演会のお知らせ
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9月4日（日）は全町一斉清掃日



場時
所問

午
後
七
時
1
午
後
九
時

住
居
福
祉
セ
ン
タ
ー

国
費
至

時

間

午

後

一
時
か
ら

場
所
住
民
循
祉
セ
ン
タ
ー

図
書
室

時
間

場
所

'コ IJ込)-ー( H併日63年� 9月1日� つ ら 第� 219与す

わ
た
し
の
作
品

〈
短

歌� 
¥/

芳
香
を
放
ち
尽
し
て
み
か
ん
花
タ

映
の
中
吾
が
一屑
に
散
る

坂

本

福

良

伴

二

病
む
妻
の
寝
息
確
か
め
夏
の
夜
半

目
覚
め
て
虫
の
声
を
聞
き
入
る

坂

本

新

居

普

吹
く
ま
ま
の
風
に
委
ね
し
コ
ス
モ

ス
の
そ
の
素
直
さ
に
吾
教
へ
ら
る

与
川
内
阿
部
ヨ
リ
ヱ

百
日
紅
燃
え
る
が
如
き
浄
苑
の
庭

を
飾
り
て
香
り
漂
う

横

瀬

桂

木

武

男

瀬
戸
の
橋
渡
れ
ば
杏
き
み
祖
ら
の

声
交
り
聞
く
汽
車
の
窓
辺
に

横

瀬

錦

内

常

一

歌
会
を
終
え
歩
み
ゆ
く
公
園
の
緑

も
鳩
も
吾
も
優
し
き

横
瀬
中
田
ヤ
ス
ヱ

闘
病
の
思
出
あ
り
し
待
合
室
に
山

梶
子
香
り
や
さ
し
く
満
つ
る

横
瀬
広
宏
美
枝
ノ
ナ

サ
ー
ビ
ス
に
呉
れ
し
国
扇
の
デ
ザ

イ
ン
も
若
き
庖
主
と
な
り
て
変
り

ぬ

中

山

山

下

房

雄

留
守
の
間
に
赤
い
包
み
は
嫁
か
ら

の
机
を
飾
る
父
の
日
の
今
日

中
山
講
内
喜
美
代

山
峡
の
辻
の
地
蔵
は
果
報
そ
う
桃

と
夏
菊
杷
ら
れ
て
あ
り

中

山

栗

城

絹

胴
の
初
音
聞
き
お
り
此
の
年
の
梅

雨
明
け
と
い
、
ユ
裏
の
木
立
に

横

瀬

比

留

間

一

こ
ま
ご
ま
と
握
り
飯
な
ど
詰
め
く

れ
し
早
出
の
パ
ス
に
し
み
じ
み
温

し

横

瀬

谷

翠

山

瀕
爽
と
街
ゆ
く
美
女
に
ま
つ
わ
り

て
腰
の
ポ
セ
ペ
ノ
ト
ひ
よ
こ
ひ
よ
こ

踊

る

棚

野

島

つ

と

む

み
仰
に
朝
な
供
へ
る
慣
わ
し
に
心

清
し
く
浄
苑
を
踏
む

棚
野
公
口
新
太
郎

茄
子
の
校
丸
々
太
る
実
を
穫
れ
ば

軽
く
は
ず
み
て
我
を
打
ち
た
り

棚

野

殿

川

早

苗

山
梶
子
の
甘
く
さ
ゆ
ら
ぐ
病
室
に

病
老
人
を
優
し
く
包
む

棚

野

広

井

貞

代

付
す
る
。


あ
こ
が
れ
の
職
を
得
し
子
が
学
び

告
出
と
も
簡
単
な
説
明
書
を
つ

品
に
つ
い
て
は
、
ネ
ガ
を
寄
贈
願


た
る
街
訪
い
く
れ
ば
胸
熱
く
な
る

け
て
く
だ
さ
い
。

い
ま
す
。


棚
野

一
楽

靖

子


農
日
誌
広
げ
し
ま
ま
に
居
眠
れ
る

墨
絵
学
級

九

月

七

日

制


一
と
日
仕
事
に
励
み
し
吾
は

九
月
十
七
日
出


立

川

堀

梅

子

社
会
総
合
大
学
�
 

午
後
七
時
三
十
分
1


つ
つ
ま
し
く
生
き
れ
ば
子
等
に
手

学
習
日
の
お
知
ら
せ

H

午
後
九
時
三
十
分

を
は
ら
ず
年
金
制
度
有
難
く
受
く

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

生
名

倉
橋

テ

ル

九
月
九
日

樹

図
書
室

入
り
合
の
鐘
の
音
よ
り
昏
れ
初
め

九
月
二
十
三
日
制

短
歌
学
級
九
月
十
日
出

宜
主
寸一

級

H

私
た
ち
の
町
の
「
美
し
い
自
妖
に

が
誇
る
「
特
産
品
」
な
ど
、
ふ
る

さ
と
自
慢
を
町
内
外
に
広
く
紹
介

て
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ

写
真
の
部

「
勝
浦
の
四
季
」

カ
ラ
l
ネ
カ
部
門

(
キ
ャ
ビ
ネ
版
)
ス

ラ
イ
ド
部
門

ビ
デ
オ
の
部

十
五
分
以
内
で
解
説
文
を
添

出
品
点
数

制
限
な
し
。
返
却

し
ま
せ
ん
。

-
応
募
資
格
町
民
に
限
る

0

.
作
品
誇
先

勝
浦
町
教
育
委
員
会
内
「
新

と
く
し
ま
県
民
運
動
勝
浦
町

推
進
協
議
会
事
務
局
」

・
出
品
期
限

秋
季
編
・
冬
季
編

昭
和
六
十
四
年

三
月
末
日

春
季
編
・
夏
季
編

昭
和
六
十
四
年

十

一
月
末
日

熱
き
ま
で
ソ
ー
ラ
ー
の
水
沸
き
お

り
て
風
自
に
満
た
せ
ば
陽
の
匂
い

す
る

招

江

大

阿

梅

子

あ
な
た
が
撮
す
「
勝
浦
の
四
季
」

苛
立
も
何
時
か
な
、
」
め
り
幼
児
の

作
品
募
集
に
つ
い
て

吾
に
寄
り
来
て
微
笑
む
見
れ
ば

横

瀬

田

中

久

子

と
「
名
所
」
、
う
る
お
い
と
活
力
を

反
核
の
署
名
素
直
に
ペ
ン
を
採
る

生
む
「
伝
承
行
事
」
、
私
た
ち
の
町

地
球
は

一
つ
と
思
う
心
で

横

瀬

稼

勢

広
夫

す
る
写
真
と
ビ
デ
オ
を
次
の
と
お

出
一詠
は
毎
月
五
日
ま
で
に
三
一句

り
募
集
い
た
し
ま
す
か
ら
応
募
し

ハ
ガ
キ
で
。


送
り
先

・
勝
浦
町
三
渓

稼

勢
 

広
夫
ま
で

0
 

町
内
在
住
の
方
に


.

棟
一
り
ま
す
。

次
回
は
川
柳
、
そ
の
次
は
俳
句

と
交
代
に
の
せ
ま
す
。
ふ
る
つ

じで
ご
投
句
く
だ
さ
い
。

入
選
(
若
干
)
者
に
は
、
覚
状
と

賞
金
を
贈
り
ま
す
。
な
お
入
賞
作

d

V

て
山
寺
の
緑
影
う
す
れ
ゆ
く

掛

谷

斎

藤

重

子

当F

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品
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i

日
i
七
月
三
十
一
日
ま

一
日
�
 六
十
三
年
二
月

と

き

シ
」
こ
ろ

該
当
児

※

@
@
@
@
 


三
歳
児
健
康
診
査

こ
の
健
診
は
、
身
体
、
精
神
共

に
発
達
の
著
し
い
こ
の
時
期
に
総

合
的
に
健
診
を
行
い
、
異
常
の
早

期
発
見
、
早
期
治
療
に
努
め
る
も

の
で
す
。

該
当
児
は
、
必
ず
受
診
し
て
下

さ
い
。
�
 

※	

質
問
票
と
母
子
手
帳
を
ご
持

参
下
さ
い
。

日 程 表

月臼� l待問 お古 戸川 該当児 内 谷� 

9/30 
住) 午後 午後

!惨浦田I
住民福祉センター

lI11fl日59年11Jj1日~昭� 

日までにIOH31年60平日

生まれた坂本小学校、� 

横瀬小学校区の子� 

0身体計調IJ 

0内科)純� 
O歯科

O 保健指導

O心理� 

ト一一一一

10/28 
幽

H1寺~時2 

30 30 
分 分

農村婦人の家

(生比奈小学校前)

昭和59年1I月� !日~悩� 

和60年10月31fJまでに 

生まれた生比奈小学校� 

I弓の干

A 
7 

月

の

健

康

つ

く

る

/

�

 

¥ 

乳
児
健
康
診
査

にいりょうすけくん

※ と

き

と
こ
ろ

該
当
児
�
 九

月
九
日
(
金
)

与
後
一
時
三
十
分
1

二
時
三
十
分

勝
浦
病
院
小
児
科

昭
和
六
十
三
年
五
月

一

③菓子類、曙好飲料は
ひかえめに

(砂結などの糖質をとりすぎると肝臓で中性

脂肪が多くつくられ肥満の原因になります)

声� 1:

，"Fベち
o"¥'(ャi"j- ( i 

⑥薄味に慣れ、

塩分のとりすぎを防ごう
 

(薄味をおいしく食べるには調理の工夫が大

切。調味料や漬け物なども控えめに)

で
に
生
ま
れ
た
子

母
子
手
帳
を
こ
持
参
下
さ
い
。

②エネルギーのとり
すぎに注意しよう� 

(肥満予防のためです。太り

すぎると心臓のまわりに脂肪

がついて動きが悪くなり、心

臓に大吉な負担が

かかるようになり

ます)


⑤不足しがちな
カルシウムを十分に� 

(カルシウムは

骨を丈夫にする

だけで主く、心

臓の筋肉の働き

を強めるとよど、

重要な栄養素、

牛乳、小魚、緑

黄色野菜などを

十分に)


乳
児
健
康
診
査

九
月
二
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分
1
二

時
三
J
l

分

勝
浦
病
院
小
児
科

昭
和
六
十
二
年
十

一
月

二
十
九
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
子

母
子
手
帳
を
市
)
持
参
下
さ
い
。

よ
い
食
生
活
習
慣
を


MUS04
テキストボックス
みんなの健康

MUS04
テキストボックス
今月の健康

MUS04
テキストボックス
よい食生活習慣をつくる

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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該
当
児

接
種
方
法

料

金

〉
」
こ

と

λ
J

き

※

113) 

ま
た
、
こ
の
機
会
に
毎
日
の
生

活
の
中
に
、
栄
養
、
運
動
、
休
養

を
と
り
入
れ
る
と
共
に
、
自
分
の

(1

健
康
は
、
自
分
で
守
る
と
い
う
自

ひ
年

一
回
の
受
診
を 
f

診
、
成
人
病
(
循
環
器
)
検
診
を
実

施
し
ま
す
。
早
期
発
見
、
早
期
治

療
の
た
め
四
十
歳
を
す
ぎ
た
ら
ぜ

こ
の
運
動
に
あ
た
り
、
ガ
ン
検

i

(
九
月
一
日 

三
半
日
)

健
康
推
進
普
及
月
間

下
さ
い
。

母
子
手
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参

九
月
十
四
日
同

午
後
三
時
1
四
時

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン

タ
ー

二
歳

1
四
歳
未
満
の
子

第

一
期

・
一
か
月
ご

と
に
三
回

第
二
期
:・

一
期
終
了

後
十
二
か
月
1
十
八

か
月
後
に

一
回
接
種

無
料

百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア

破
傷
風
三
種
混
合
予
防

接
種

号ノ、
検 白2シ 日 手呈 表

検診の槌瀕 実 施 日 時 問 場 防t 半十� 1ノ、L i主意 ・その↑也� 

9 J-l13日(刈 午前 8 時~ 1 0時 農村婦人の家

500円

検査前日911寺以後と検査

当日には湯茶、食事等い
っさし、とら なし、よう にし� 

て くださ い。� 

胃 検 診� 9月14日(水) '〆 中山消防事務所� 

9月16l:lL令) ウ

i<~} 人検 診

(前ぷ) 
9月10!:JUJ 

午後12時30分
~ 2 時

役場

住民福祉センタ ー

二日守� 400円� 

乳腺 ・甲状腺� 

250円

成人病検診

(i盾環器)� 
9月21 l:l11c1午前 9 時~ 1 1 1時

与川内
Thのil集会所� 

600fIJ 
i.検査i項自 検尿、JfnR'Ql

定、血液検査、'L、電1'21、
限尿検査ほか

覚
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

検
診
の
日
程
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

※

な

お

料
金
は
、
満
七
十
歳
以

上
の
方
、
生
活
保
護
塞
挺
、
市

町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、

無
料
で
す
。

『¥

巡
回
健
康
相
談

自
覚
症
状
の
な
い
人
か
ら
多
く

異
常
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。 

{崩
的
に
検
査
を
受
け
ま
し
ょ


う
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。


料

金

無
料
 

※

健
康
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。

J 

日 程 表

JιJJi 月i時 問11:月� 

横 瀬 集 会 所 �  

9月19l:l(月)

初l野 集会所

星 谷集 会 所

午前� 10時� - 11時30分

9 JJ161，金) 午前10時� ~ 11時30分H

坂本集 会 所� 

9 1122円(本j午後� l附30分 - 31時

9 Jj26EII月) 午前� 10時� - 111侍30分(七? 久 国 公 会堂午後� l時30分 - 311寺
十� 

生 名 �  1長会 所9月28日(水j +後� 11侍30分 - 311寺

夜間救急当番表 ①偏食を避け、バランスのとれた食生活を� 

9月� 1日 勝 浦病院�  2 -2555 

3日 湯 浅医院�  2 -2003 

5日 勝 浦 病院�  2 -2555 

7日 赤 岩 医院�  2 -2006 

9日� 1券 浦 病 院� 2 -2555 

⑪日 上勝診療所 �  6 -0302 

13日� 1券 浦病院�  2 -2555 

⑬日 山 西医院�  2 -3027 

17日� 1券 浦病 院� 2 -2555 

19日 湯 浅 医院�  2 -2003 

21日� Ij券浦病 院� 2 -2555 

⑫ 日 赤 岩 医院�  2 -2006 

⑫ 日 勝� j甫病 院� 2 -2555 

27日 上勝診療所 �  6 -0302 

29日� 1券 浦 病院�  2 -2555 

(和・洋・中華風といろいろな ものを維食する。お互いが不足

するものを補いあって、バランスがよくとれる。� 1日30食品を
目標に。 、

④� 1日1回、植物油を使った料理を� 

(リノ� Jレ酸を多く含んだ植物油は、血中のコレステローJレを
減らす働きがあります。大豆油、綿実油、ごま油主どを使った
料理を食べましょう) 

6
つ
の
ポ
イ
ン
ト
 

/ 


日
日

平

休

午後� 6時~翌朝午前� 9時

午後� 7時~翌朝午前� 9時

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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-v
J J

大
将
佐

大判
…
府
中
村
孝
義
�
 

um

ハ
川
匂(

 

香
寿
美
¥

直

也


大
枠
一政
一戸
田

芳

彦
 

大
字一同

戸
籍
の
窓

ア
月
刊
山
巳
�
 1
8
月
間
日

お
誕
生
お
め
で
と
う

末
蹟

和
彦
/
長
男

満
吏
」

圭
一

郎

長
女

恵

美

子

¥

尚

実

秋山紘
一
向
園
清
正
春
�
 

J

長
男

二
男

幸

子

¥

遼

太

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
干
三
盟
十
樫
測
丸
岡
品
開
太
郎
(
位
歳
)

大
手
棚
肝
宇
中
立
川
蔀

嘉

二

部

歳

)

大
{
才
自
在
ノ本
近
藤
ト
ヨ
ミ
(
日
歳
)

大
字
以
谷
宇
山
下
中

川

清

(

叩

歳

)

大字
以江
半
開
間
前

田

威

(

百

歳

)

-
宇・� 、.I'L....、4、

.-4、，ー噂曹、-'-T' 、� 

rY・可...-ア1...r-l可.1.，fC-

、、品~....→主主軍ぞ台、、』 〆

一

勝
浦
会
館
九
月
行
事

四

日

間

篠

教
室

室

初
日

ω
生
花
教

幻
日
制
手
芸
教
室

初
日
開
篠
教
室

幻
日

ω
着
付
教
室

お
日
附
踊
り
教
室

凶

日

附

手

芸
教
室

初
日
幽

習
字
教
室

各
講
座
と
も
午
後
八
時
か
ら
開

日

制

踊

り

教
室

U

一飼い犬同必ずつないでください

*ボクも家族の一員です� *

不用犬買い上げ日� 

9月7日(水)成犬 300円
 

9月21日体)ノト犬� 100円
 

2
日

幽

習

字
教
室
�
 

5
日
間

生
花
教
室
�
 

6
日
開

着
付
教
室
�
 

7
日
附
踊
り
教
室

8
日

附

手

芸

教
室

ロ

日

間

勝

教
室
�
 

川
吉
本善

意
あ
り
が
と
う


裕
記
/
長
女

弘
美
¥

真
由
香

講
し
ま
す
。
(
手
芸

・
篠
教
室
は
七

時
三
十
分
か
ら
、
習
字
教
室
は
七

時
開
講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ζ
ざ
い
ま
し
た


ア
月
刊
日
�
 
1
8
月
刊
日

官問
瀬
博
夫
さ
ん

(星

谷
)

吉
田
森
男
さ
ん
(
中
山
)

丸

関

博

さ
ん
(
横
瀬
)

蔀

長

吉

さ

ん

(

棚

野

�

 
)

黒
岩
子
と
も
会
(
黒
岩
)

松
刷
物
幸
敬
さ
ん
(
黒
岩
)

中

野

鉄

工

附

�

 (中

角

)

匿

主I

横

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(電車宇都略)

瀬
' ~_.J ~/-" 

9月定例心配ごと相談� 

日 日寺� 9月2日� (金� )

午前10時~午後� 3時

内
π竺?唱

壬::t 人権・行政・厚生・福祉

場 所 住民福祉センタ� -2階� 

(平日でも受付しておりますのでお気軽にお問い合わせください)

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
四電だより
電気器具は水が大嫌い
安全に働いてもらうためにアースを




